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竺左座小学校講堂・来春2月に完成を予定・一
ｔｌＪ

町は、基地周辺整備事業として伊左座小学校を建設しました　　これまで雨が降れば全くできなかった体育教課も、この講堂　Ｔ

が、この後、50年8月に着工した伊左座小学校の講堂が来春2　の建設で解消きれます。

．気に完成を予定しています。　　　　　　　　町内ではスポドッ少年団など各壷で児童、生徒のスポーツ，

‘、総工費8，700万円を賛してできるこの講堂は、鉄筋コンクリ　熱が高まっている現在、この講堂の完成で一層拍車をかけるこノ．

）とト平屋建で、延面積636・3が、中にはステージ、控室、便所　とでしょう。ｌＬ
が完備されています。

㊥
酒
を
飲
ん
だ
ら
諸
法
愕
運

ｌ
転
し
な
い
。

㊥
　
革
を
運
転
す
各
人
に
は
、
、
絶
対

に
酒
を
飲
ま
せ
な
い
。

し
ま
す
。

㊥
　
密
を
運
転
す
る
と
き

酒
を
飲
ま
な
い
。

こ
の
事
故
は
な
く
な
り
ま
す
。
次

「
三
な
い
運
動
」
の
実
行
を
お
願

皆
さ
ん
の
一
人
一
人
の
心
が

酒
運
転
追
放
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

事
故
を
な
く
す
た
め
、
十
一
月
一

日
か
ら
来
年
の
一
月
十
日
ま
で
、

警
察
署
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ

通
事
故
全
死
亡
者
四
百
十

ち
飲
酒
運
転
に
よ
る
も
の

人
と
全
体
の
一
五
㌫
に
も

い
ま
す
。

お　が一
よ　五人
ん十のｑｙく　し′ヽ　’′　　　フ　　　　　　ー　ｃｈ　　　　　′し′　　ｌ

に　　いので　0欽十る　　で九　う

通
事
故
が
増
え
て
き
ま
す
。

昨
年
度
の
県
下
で
の
事
故
発
生
件

数
か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
交

1
ズ
ン
で
す
。

こ
れ
と
同
時
に
、

飲
酒
運
転
が
増
え
、

こ　こ

れ　の

に　時

よ期
る　に

交は

一
人
一
人
の
心
が
け
で

飲
酒
運
転
を
絶
滅

こ
れ
か
ら
忘
年
会
、
新
年
会
の
シ

年
末
年
始
の
役
場
の
休
日

今
年
の
1
2
月
2
8
日
と
釆
年
1
月
4
日

が
日
曜
日
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
役
場
事
務
は
、
例
年
と
違
い
1
2
月

2
7
日
午
後
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
業
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



川Ｉ…冊帖昭和50年12月10日　冊佃…冊日日冊川冊日日ⅢⅢ…Ⅲ川冊‖酬‖冊‖広鞠占那正的膵（2）

不
公
平
を
な
く
す
た
め
に
も

家
賃
の
格
差
を
二
是
正

；町営住宅　　　≒　▼　　　　＝　・－　　＿

住宅費への一般財源からの穴埋め
ｈ
Ｈ
遥
拝
け
け
迄
…
浮
け
ル
法
事

間に合わない

町営住宅の家賃改訂案を議会文厚委員会に提出していますが、いまのところは提案内容

の説明と質疑応答までで結論にいたっていません。実質審議は「町財政の全体的見通しの

なかで－」ということで継続になっています。

今回は現在提案している家賃改訂の背景とその案を説明して、住民のみなさんのご理解

とご協力をお願いするものです。

¶
嘉
≡
室
山
¶
¶
去
－
室
判
¶
¶
よ

町
営
住
宅
家
賃
の
現
況
は
、
安
い
と

こ
ろ
が
千
六
百
円
か
ら
高
い
と
こ
ろ
で

一
万
円
と
極
端
な
差
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
町
営
住
宅
相
互
間
に
著

し
い
不
均
衡
と
不
公
平
感
が
で
て
い
ま

す
し
、
こ
れ
は
ま
た
町
営
住
宅
に
入
れ

な
い
民
間
借
家
の
入
居
者
（
家
賃
一
万

五
千
円
～
二
万
円
）
に
も
同
じ
感
じ
を

も
た
せ
て
い
ま
す
。

家
賃
の
決
定
は
、
建
設
費
を
も
と
に

公
営
住
宅
法
で
決
め
ら
れ
た
算
出
方
式

で
ま
ず
家
賃
限
度
額
を
算
定
し
ま
す
。

町
は
こ
の
限
度
額
を
基
準
に
そ
れ
以

内
で
家
賃
を
決
定
す
る
わ
け
で
す
が
、

入
居
者
の
所
得
状
況
を
考
え
る
と
、
ど

う
し
て
も
限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
家
賃
決

定
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
家
賃
は
当
時
の

町
の
財
政
事
情
を
考
慮
し
て
限
度
額
の

六
十
㌫
か
ら
九
十
㌫
の
範
囲
で
決
定
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
限
度
棟
も
年
々
の
物
価
や
建
設

費
の
上
昇
に
応
じ
て
算
出
率
が
変
更
さ

れ
る
た
め
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
家
賃
も
限
度
額
の
上
昇
に
し
た
が
っ

て
毎
年
改
訂
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
実

情
は
そ
う
も
で
き
ず
に
据
え
お
か
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
古
い
住
宅
と
新
設
住
宅
と

の
家
賃
差
が
大
き
く
開
い
た
り
、
現
在

の
経
済
水
準
と
合
わ
な
い
原
因
が
で
き

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
別
表
」
を
み

ま
す
と
、
二
十
九
年
度
建
設
の
下
二
の
′

一
種
住
宅
は
、
建
設
時
家
賃
限
度
散
が

三
千
余
円
で
す
が
、
五
十
年
度
限
度
額

は
一
万
一
千
余
円
ｋ
上
昇
し
て
い
ま
す

建没

年度
団 地 名 戸数

建設 時

間 搾
現音質

5 0　年

限度額

虹 改　 定　 家　 貨 （案 ） 床面積

（ポ）1年 目 2 年 目 3 年 目

種

住

宅

28 頃　 兼 　 5 3 ，乃 0 2 ，舗 14 ，刃 5 1 1，（氾4 3，渡船 4 ．7∝Ｉ 6，㈱ 割．7 1

28 垣　 涼 1 5 3 ，訂 7 2 ，加 1 1 ，棚 8 8，勿 0 3，舗 4 ．7 00 6 ，（Ｘ氾 朗．7 1

2 9 下　 二 4 0 3 ，12 1 2 ，舗 1 1 ．13 1 8，乃 1 3 ．知 0 4 ，7 ㈹ 6 ．∝氾 3 1．7 1

30 〃 1 5 3 ，59 6 2 ．4∝ｌ 1 1 ，次 0 8，㈱ 5 3 ．釦0 4 ．湘 6，∝巾 35 ．54

3 1 垣　　 添 1 0 4 ，2 3 2 ，40 0 1 2 ．】弘 3 8 ．飢 5 3 ．釦0 4 ，帥 6．∝幻 35 ．5 4

3 2 1 4 3 ．乾 7 2 ，棚 0 1 0 ．3 7 6 ，％ 3 3 ，㊥ 0 4 ，酬 6，（聯） 35 ．5 4

3 2 下　　 二 6 3 ，！氾4 2 ，40 0 1 0 ，位 0 7 ．51 1 3 ，0 ）0 4 ，抑） 6，個 〕 35 ．5 4

3 3 ク 1 7 3 ．49 0 2 ，4㈹ 1 1 ，詔 6 8 ．7％ 3 ，㈱ 4 ，紺） 6，∝巾 35 ．5 1

封 ク 5 3 ，釘 8 2 ，40 0 1 1 ，ｉ範 6 9 ，10 1 3 ，6∝） 4，釦 0 6 ，（舶 35 ．封

3 4 14 3 ，乃 0 2 ，4（泊 9，馬 3 7 ，飴 5 3 ，6α） 4 ．約 0 6 ，（椒） 35 ．5 4

3 5 ノケ 1 0 3 ，62 1 2 ，40 0 8 ，軸 5 6 ，4∝ｌ 3，帥 4，釦 0 6 ，⑩ 0 37 ．1 2

3 6 猪　 熊 2 0 3 ，防 8 2 ，㊥ 0 11 ，1飢 8 ，：迅0 3 ，7∝ｌ 4，的 0 6 ，㈱ 訂 ．0 9

3 9 ク 10 4 ．4 93 3 ，1（氾 11 ．万 0 9 ，41 8 4 ，従の 5，ａ泊 6，測 0 3 7 ．1 2

4 0 〃 8 4 ，5 74 3 ．討 0 10 ，5 0 9 ，11 2 4 ，加 5，汰氾 6，！沿0 37 ．5 2

4 1 ク 8 4 ，位 8 3 ，70 0 10 ．位 5 9 ，魂 2 4 ．20 ） 5 ，加 6，討 0 37 ．5 2

種

住

宅

3 0 下　 二 10 2 ，乃 6 1 ．釦 0 8 ，0 16 6 ，ａ）4 2 ．鮒 4，Ⅹ氾 5月）0 盟 ．9 2

3 1 垣　 添 2 0 2 ，訂 3 1 ．α氾 8．幻 0 6 ，跳 2．ｇ）0 4 ．舗 5，到 0 怨 ．9 2

3 2 2 4 2 ．3 6 1 ，鋤 ） 7，叱 5 5 ，3 2 2 ，鰍 ） 4，2畑） 5．測 0 28 ．9 2

3 3 下　　 二 5 2 ，1 73 1 ，㈱ 8，3 8 6 ，67 5 2 ，期 ） 4，加 0 5 ，即 0 3 ．9 2

3 3 10 2 ，0 73 1 ．㈱ 6．（蔦1 4 ，別 2．鮮 ） 4，2α） 5，測 0 3 ．9 2

3 1 下　　 二 17 2 ，2 8 1 ．伽 7．10 7 5 ，6 10 2 ．舗 4，2α） 5，知 0 3 ．9 2

3 5 〃 10 3 ．割 0 1 ，釦 0 6 ，位 6 4 ．乃 5 2 ，伽 4，2∝） 5，弧 ） 3 1 ．2 7

3 5 猪 ． 圏 2け ’3，％ 8 1 ，帥 ） 10 ，14 1 7 ，℃ 2 2 ．弧 ） 4，加 0 5 ，即 0 3 1 ．2 7

3 6 〃 4 て3 ．盟 1 1 ，7 00 9 ．1 81 6 ，幻 0 3 ，蠍 ） 4，忽氾 5，5）0 3 1 ．2 7

36 下　 二 6 3 ，朗 2 1 ．7 00 12 ．花 5 10 ，低 8 3 ．∝沿 4，加 5，舗 3 1 ．2 7

37 猪　 熊 16 3 ．5 13 1，7 00 16 ，蝕 9 14 ．駈 2 3 ．（賊） 4，加 0 5 ，説Ｘ） 3 1 ．2 7

39 ク 5 3，価 7 2 ，100 9 ，1 45 7 ，4 93 3 ，4（泊 4．帥 6，（伽 3 1 ．2 7

4 0 ケ 12 3，位2 2 ，柵 11 ，5 0 10 ，乃 4 3 ，柵 4．約 0 6 ，（耕） 3 3 ．2 0

41 〃 1 1 4 ，704 2 ，舗 9，ｎｇ 8，鴫 8 3 ．弧 ） 4，釦 0 6 ．∝巾 3 1 ．20

41 〃 1 4 ，28 8 2 欄Ｘ） 10 ，砺 6 8 ．2 7 3 1卿 4 ，齢 0 6 ，（捌） 3 1 ．2 0

青

田

団

地

44 吉田簡二 ：外 4．加 9 3 ．柵 7 ，あ 5 4 ，㊥ 0 5 ，4（泊 6．（朕） 4 0 ．66

44 ケ 1朗 4 ，4 6 8 3 ，紛 0 7 ，花 7 ／ 4．α）0 5 ，4α） 6，㈱ 4 0 ．66

45 ク 120 4 ．訂 2 4 ，1∝Ｉ 7 ，％ 8 ！ 5，（伽 6，∝拍 7，∝沿 4 1 ．30

46 ク 68 5 ，456 4 ．100 8 ．4 56 ／ 5 ，∝沿 6，（Ｘ泊 7，㈱ 4 1 ．4 2

47 〃 58 6 ．19 1 4 ，100 9 ．2 1 ！ 5 ，（咲） 6．（耕） 7，㈱ 4 1 ．42

48 ク ｉ由 8．68 1 4 ，10 0 10 ，卿 ） ／ 5，（椒） 6．の 0 7 ，領 ） 4 5 ．78

49 ク 38 1 2 ，似 1 5 ，① 0 12 ．伽 1 ／ 5，蛍泊 6，舶 7，訓 4 9 ．98

46 書田中耐 50 6 ，訂 9 6 ，知 0 10 ，割 5 ！ 7．扮 0 7 ，9 ）0 8 ．帥 4 7 ．3 1

4 7 ク 6 0 6 ，割 6，瓢 0 1 0 ，紀4 ！ 7，加 0 7 ，卸 8，舗 4 7 ．3 1

4 9 〃 6 0 1 4 ．餌 0 7 ，1∝） 14 ，弘0 8 ．伽 0 9 ，（Ｘ氾 10 ．（咲） 5 1 ．7 1

物
価
と
管
理
費
の

急
　
上
　
昇
　
で

苦
し
い
台
所

も
う
一
つ
家
賃
収
入
と
住
宅
関
係
費

用
七
の
収
支
を
み
て
み
る
と
「
別
図
」

の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
家
賃
収
入
は

七
千
二
百
万
円
で
、
支
出
は
人
件
費
・

修
繕
費
な
ど
の
維
持
費
が
三
千
万
円
、

建
設
時
に
国
か
ら
の
借
入
金
の
返
済
金

が
九
千
四
百
万
円
、
計
一
億
二
千
二
百

万
円
で
、
毎
年
五
千
二
百
万
円
の
不
足

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
足
額
は
、

一
般
財
源
と
い
っ
て
税
収
な
ど
何
に
で

も
使
用
で
き
る
財
源
で
穴
埋
め
ん
て
い

上
る
の
が
現
状
で
す
。

一
般
財
源
も
税
収
の
伸
び
が
鈍
い
の

に
比
べ
て
、
物
価
上
昇
に
よ
る
町
の
管

理
運
営
費
の
急
上
昇
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
大
変
苦
し
い
台
所
で
す
。

五
十
三
年
度
に
は
一
般
財
源
の
不
足

の
た
め
二
億
円
近
い
赤
字
決
算
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
を
建
設
し
て
毎
年
多
額
の
一
般

財
源
を
注
ぎ
込
ん
で
住
宅
の
維
持
を
し

て
い
く
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
一
般
財
源

で
す
か
ら
、
学
校
の
防
音
改
増
築
や
他

の
公
共
事
業
に
も
影
響
が
で
て
き
ま
す

い
る
人
が
多
い
本
町
で
み
な
さ
ん
の
中

示
ら
要
求
が
で
て
い
る
住
宅
廻
設
プ
ラ

∴
∴
・
∵
．
接

せ
ん
。
、
、

だ
か
ら
と
輔
っ
て
、
住
宅
に
困
っ
て

収

：，、．ｉｌ・寸．‘－ハ・ヽ；．ｌ‾ご ノ琴 響 徽 字

－

：呈 上象‥褒

．Ｊ．こ

▼ヽ一．．収　 入．‘＼∵

入 ！ 7，

・1・．ィ．ニ1・‾
思 量王．．・ごてこ

247万4 千円 ニ‡′‘：予

．こ．ミ・ゝ∴

支 維持管理 乳 ・ 借 入 金 返 済 元 利 金

ｌ
3，鵬0 万5千 9，407 万9 千円
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改

正

分

を借
入
金
返
済
に
充
当

値
上
げ
は
傾
斜
上
昇
方
式
で

町
営
住
宅
の
家
賃
は
低
家
賃
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
よ
い
こ
と
は
、
そ
の
性
格

か
ら
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
古
い
住
宅
と

新
設
住
宅
と
の
家
賃
格
差
、
現
在
の
家

賃
限
度
額
と
の
差
、
町
の
財
政
事
情
に

よ
る
財
政
負
担
の
限
界
を
考
え
有
と
、

や
む
な
く
一
定
額
ま
で
値
上
げ
せ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

一
定
額
ま
で
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は

せ
め
て
国
か
ら
の
借
入
金
返
済
不
足
額

二
千
一
一
百
万
円
（
年
平
均
・
注
参
照
）

と
い
う
こ
と
で
、
維
持
費
な
ど
に
つ
い

て
は
一
般
財
源
を
充
当
し
て
少
し
で
も

家
賃
の
上
げ
幅
を
押
え
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

（
注
・
毎
年
の
返
済
金
九
千
四
百
万
円

マ
イ
ナ
ス
家
賃
収
入
七
千
二
百
万
円

差
引
不
足
額
二
千
二
百
万
円
）

家
賃
の
改
訂
も
一
度
に
一
定
額
ま
で

上
げ
る
こ
と
は
、
上
げ
幅
が
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
二
二
年
を
め
ど
に
し
た
傾

斜
上
昇
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

「
別
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
と

え
ば
下
二
の
一
種
住
宅
の
場
合
の
現
行

家
賃
二
千
三
百
円
を
、
一
年
目
は
三
千

五
百
円
、
二
年
目
は
四
千
七
百
円
、
一
一
一

年
目
は
六
千
円
と
い
う
よ
う
に
毎
年
千

三
百
円
あ
て
改
訂
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
吉
田
団
地
に
つ
い
て
は
、

一
種
住
宅
の
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
単
価

を
基
準
に
す
る
と
と
も
に
擢
設
費
な
ど

も
考
え
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

割
増
賃
料
は
引
下
げ

二
種
住
宅
の
割
増
賃
料
の
率
も
減
額

改
訂
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
三
年

以
上
の
町
営
住
宅
入
居
者
で
所
得
が
、

公
営
住
宅
法
で
決
め
ら
れ
た
収
入
基
準

を
超
え
る
と
き
は
、
家
賃
の
割
増
賃
料

を
徴
収
し
て
い
ま
す
が
、
一
一
種
住
宅
の

場
合
の
現
行
八
割
増
を
四
割
増
に
、
三

割
増
を
二
割
増
に
減
額
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

同
時
に
年
間
の
所
得
に
応
じ
て
、
申

出
に
よ
り
家
賃
の
減
免
を
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
減
免
対
象
者
は
家
賃

ュ
∵

が
平
均
月
収
の
十
三
㌫
を
超
え
る
入
居

者
で
す
坑
、
家
賃
と
平
均
月
収
と
の
比

率
が
十
三
㌫
に
な
る
ま
で
減
額
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

公
給
領
収
証
は
必
ず

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

十
二
月
一
口
丁
三
十
一
日
ま
で
公

給
領
収
書
受
領
強
調
月
間
で
す
。
領

収
証
は
必
ず
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
。

料
亭
、
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
云

レ
ー
、
旅
館
、
飲
食
店
な
ど
で
、
遊

興
飲
食
、
宿
泊
、
休
憩
な
ど
を
し
、

代
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
料
理
飲

食
等
消
費
税
を
納
め
ら
れ
た
し
る
Ｌ

に
公
給
街
収
証
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
必
ず
こ
の
公
給
領
収
証
を
受
け

取
っ
て
、
納
税
の
義
務
を
果
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
は
一

人
一
回
の
料
金
が
一
千
七
百
円
以
下

は
免
税
、
旅
館
は
一
泊
（
一
人
）
三

千
四
百
円
以
下
は
免
税
と
な
っ
て
い

ま
す
。

原
水
単
価
を

折
衝
中

水
巻
町
の
水
道
料
金
は
昭
和
四
十
八

年
度
か
ら
昭
和
五
十
ｌ
一
年
度
ま
で
、
四

ケ
年
間
の
所
要
経
費
を
見
込
ん
で
、
昭

和
四
十
八
年
四
月
に
知
行
料
金
に
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
間
、
町
と
し
て
は
施
設
の
拡
張

や
整
備
を
進
め
る
と
同
時
に
経
費
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
す
る
な
ど
し
て
健
全

財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
十
年
十
月

に
北
九
州
市
の
水
道
料
金
の
値
上
げ
に

と
も
な
っ
て
、
原
水
費
の
改
定
額
一
が

当
り
七
十
六
円
五
十
一
銭
（
現
在
一
が

当
り
三
十
三
円
）
　
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
現
在
北
九
州
市

と
水
巻
町
と
の
間
で
、
原
水
単
価
の
折

衝
中
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
本
町
の
給
水
は
北

巽
に
な
り
、
水
道
財
政
は
非
常
に
圧
迫

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
悪
化

す
る
財
政
事
情
の
ま
1
で
い
き
ま
す
と

事
業
計
画
遂
行
は
困
難
と
な
り
、
ひ
い

て
は
将
来
に
わ
た
っ
て
円
滑
な
給
水
サ

九
州
市
お
よ
び
中
間
市
か
ら
の
原
水
の

購
入
に
よ
っ
て
皆
様
方
の
ご
家
庭
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
府
和
五
十
年

度
末
ま
で
に
、
原
水
購
入
費
だ
け
で
軋

不
足
額
約
四
千
四
百
万
円
を
生
じ
る
結

ー
ビ
ス
の
確
保
も
あ
や
ぶ
ま
れ
る
実
情

で
あ
り
ま
す
。

化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
努
力
を
い
た
し

て
い
ま
す
。

皆
億
万
も
原
水
購
入
費
の
節
減
を
す

る
た
め
に
、
水
道
使
用
に
「
ム
ダ
」
は

な
い
か
見
直
す
な
ど
、
節
水
に
つ
い
て

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

各
家
庭
で
も

水
の
節
約
を

日
常
、
家
庭
に
お
け
る
水
の
使
用
方

法
の
う
ち
、
飯
事
の
食
器
洗
瀬
水
化
っ

い
て
例
を
あ
げ
て
試
算
し
て
み
ま
す

水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
制
を
た
て
＼
止
い
別
表
の
が
お
り
町
全
体
で
一
年
間

前
と
し
て
い
る
た
め
台
所
は
水
道
料
金
Ｌ
　
に
約
三
十
万
が
程
度
の
節
水
が
で
き
る

で
や
り
く
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
．
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
。
し
た
が
う
て
水
道
料
金
の
適
正
ｌ
Ｖ

・
－
．
　
　
　
ヽ

ヽ
、

1

・

1

、
Ｊ

使　 用　 別
ｉ．†

1 日の使用水量　 的 1ケ月の使用水量 酌 1年間の使用水量 庫）

必要なだけ水を出し 8 5 2 2 5 ，5 6 0 3 0 6 ．7 2 0

て食器を洗った場合 （7，1伽戸×120ｇ！戸） （852ｄｘ測日） （25．咄 ×12ケ月）

水を出しっ放しにし 1 ，7 0 4 5 1 ， 1 2 0 6 1 3 ．4 4 0

て食器 洗隼 場合 （7，1（》戸×24呼／戸） （1，7（舶 ×30日） （51，120ポ×12ケ月）

ｌ
ｌ

節　 水　 量 8 5 2 2 5 ， 5 6 0 3 0 6 ， 7 2 0
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の
　
び
　
る
平
均

最
近
の
国
民
生
活
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
生
活
環
境
が
自
然
に
改
善
さ
れ
、

医
学
の
進
歩
と
と
も
に
私
た
ち
の
寿
命

も
良
く
の
び
て
き
ま
し
た
。

▲

▼

ｌ

ｉ

ｉ

ｌ

Ｉ

＿

ｔ

■

’

昭和三十六年に国民年金制度が発足して以来、す

でに十五年が経過しました。

老後の生活の保障、障害、死亡などの事故にそな

えることを目的として始められましたが、「皆年金

制度」と叫ばれながらも、まだ未加入者が多数見受

けられます。

そこで今回は、年金の必要性についてお話ししま

しょう。

童
揖
・
碧
駐
脊

聖
霊
短
意
義
°

・

・

・

一

．

・

一
．
五
詳
録
宰
誹

ご

ｒ
“
圭
．
キ
‥
吾
へ

駁‥一ヤ・ル

．°
Ｊ

溌
㌧
㍉
缶 ㌧

懸
賞
障

課欝

彊
執

斬
事
音

軽
塞
栓
．
．
．
Ｊ
．

岩ト．．－い“い‥・一

寿
命

ふ
　
え
　
る

老
人

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
人
口
の
比
率

か
ら
い
え
ば
老
人
が
多
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
生
活
を
考
え
る
と
、
寿

命
の
長
く
な
る
こ
と
が
す
ぐ
、
老
人
の

幸
福
に
結
び
つ
く
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
人
一
人
が
老
後
の
生
活

保
障
の
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。将

来
の
働
く
人
（
二
十
歳
～
五
十
九

歳
）
と
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
割

合
い
を
見
ま
す
と
別
表
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

人口に対する老人の割合（切老人）

′畔煩揮堺／腑柑欄′棋裸＋ＪＪ′．ＪＪｌｌ　′

昭 和 4 6 年 昭 和 5 0 年 昭 和 6 0 年 昭 和 8 0 年

年
金
制
度
は
国
が

責
任
を
も
っ
て
運
営

こ
の
年
金
制
度
を
理
解
し
て
い
て
も

最
近
の
物
価
の
上
昇
を
考
え
る
と
、
将

来
、
年
金
の
価
値
が
な
く
な
る
と
い
う

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
た
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
制

度
に
は
個
人
の
貯
蓄
や
民
間
切
年
金
と

比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。

一
、
経
済
の
発
展
や
物
価
の
上
昇
に
応

じ
て
年
金
額
も
高
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
（
ス
ラ
イ
ド
制
）

二
、
．
国
が
保
険
料
の
半
額
を
負
担
し
て

い
ま
す
。
（
現
在
保
険
料
は
千
百
円

で
す
が
、
別
に
千
百
円
を
国
が
補
助

し
て
い
ま
す
。
）

三
、
こ
の
制
度
を
運
営
す
る
事
務
費

は
、
す
べ
て
国
の
費
用
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
制
度

国
民
年
金

厚
生
年
金

国
家
公
務
員
共
済

地
方
公
務
員
共
済

公
共
企
業
体
職
員
共
済

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済

船
員
保
険

私
立
学
校
職
員
共
済

ま
た
、
独
身
者
も
同
じ
く
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た
。

任
意
加
入
…
夫
婦
の
一
万
が
公
的
年

金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
。
ま
た
、

す
で
に
会
社
等
を
退
職
し
、
年
金
の
受

給
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
た
。

必
ず
加
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

強
制
加
入
も
希
望
を
し
て
加
入
で
き

る
任
意
加
入
命
二
種
類
が
あ
り
、
ど
ち

損
じ
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
か

た
が
該
当
し
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
役
場
国
保
年
金
係
で

お
答
え
し
ま
す
。

強
制
加
入
…
こ
れ
は
、
結
細
見
耶
て

い
る
か
た
で
ば
夫
婦
と
も
他
の
公
的
年

金
制
度
の
加
入
者
で
な
い
か
た
。
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一
ケ
月
　
千
百
円

こ
の
ほ
か
に
附
加
保
険
料
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
本
人
の
希
望
で
四
百
円

を
割
増
し
に
納
め
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
負

担
に
な
る
か
た
に
は
、
次
の
よ
う
な
免

除
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除
…
生
活
保
護
ま
た
は
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
。

申
請
免
除
…
法
定
免
除
に
該
当
し
な

い
が
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

老
齢
年
金
　
保
険
を
納
め
た
期
間
、

ま
た
は
、
免
除
を
受
け
た
期
間
が
二
十

五
年
以
上
あ
る
か
た
。

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
れ
た

か
た
は
、
そ
の
年
齢
に
よ
っ
て
期
間
の

短
縮
が
あ
り
ま
す
。
．

年
金
額
は
、

四
十
年
か
け
た
か
た
で

去
十
四
万
三
千
三
百
六
十
円
、

二
十
五
年
か
け
た
か
た
で

三
十
三
万
九
千
六
百
円
。

通
算
老
齢
年
金
　
老
齢
年
金
と
同
じ

で
、
厚
生
年
金
な
ど
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
も
の
。

障
害
年
金
　
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
。

一
級
障
害
　
四
十
二
万
四
千
五
百
円

二
級
障
害
　
三
十
三
万
九
千
六
百
円

母
子
・
準
母
子
年
金
　
夫
が
死
亡
し

た
と
き
十
八
歳
未
満
の
子
が
あ
る
と

き
。年

金
額
　
三
十
三
万
九
千
六
百
円
。

加
算
額
　
二
人
目
の
子
に
九
千
六
百

円
増
。遺

児
年
金
　
両
親
と
死
別
し
た
十
八

・ノ、

歳
ま
で
の
遺
児
。

年
金
乳
は
母
子
年
金
と
同
じ
。

寡
婦
年
金
　
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に

死
亡
し
た
と
き
、
十
年
以
上
つ
れ
そ
っ

た
妻
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

受
け
ら
れ
ま
す
。
（
夫
が
受
け
る
べ
き

年
金
の
半
額
）

死
亡
一
時
金
　
三
年
以
上
保
険
料
を

納
め
て
、
途
中
で
死
亡
し
た
と
き
。

一
万
七
千
円
か
ら
五
万
二
千
円
ま
で

ー
ニ
ー
ー
ー
ー
Ｈ
Ｉ
ニ
ー
－
ニ
ー
ー
ニ
ー
Ｈ
－
〓
－
ニ
ー
ー
ー
ー
ー
．
ニ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｈ
－
．
Ｈ
〓
こ
．
．
－
Ｈ
－
1
．
．
．
Ｈ
－
1
．
．
．
－
コ
．
．
〓
－
Ｈ
－
〓
ニ
ー
〓
〓
．
．
－
≡
≡
こ
こ
三
≡
－
1
．
－
．
．
－
－
．
－
．
－
．
こ
こ
ｌ
Ｈ
Ｈ
一
．
こ

障
害
福
祉
年
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大

該
当
者
は
早
目
に
請
求
を

障
害
福
祉
年
金
の
支
給
範
囲
が
昨
年

三
月
か
ら
拡
大
さ
れ
、
二
級
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
で
請
求

の
す
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
早
目
に
請

求
く
だ
さ
い
。

も
し
、
障
害
福
祉
年
金
を
請
求
し
な

い
で
い
る
と
、
廃
疾
認
定
が
難
し
く
な

り
、
受
給
権
者
に
と
っ
て
不
利
益
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

銀
・
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

十
一
月
八
・
九
日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
三
重
県
伊
勢
市
で
開
か
れ
た
第
十

一
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
、
福
岡
県
の
代
表
で
参
加
し
た
猪
熊

の
小
林
和
明
さ
ん
（
二
十
七
才
）
が
、

滝
り
幅
跳
び
と
千
五
百
㍍
の
二
種
目
に

参
加
、
見
事
雨
種
目
に
入
賞
、
銀
、
銅

の
二
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
が
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
、
体
力
の
維
持
と
増
強
お

よ
び
知
能
の
回
復
を
は
か
る
と
と
も

に
、
明
る
い
性
格
と
協
調
精
神
を
養

い
、
一
般
社
会
の
正
し
い
認
識
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か

れ
、
今
年
で
十
一
回
目
、
今
大
会
に
は

選
手
、
役
員
三
千
五
百
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

年金 の種頬 分　　　 類
保 険料納

付済期間

支給開始

年　　 齢

年　 金　 支　 給’ 怒「

年　　　　 金 月　　 額

Ｉ，

1 老齢年金

1 定　　　 額 25　　 年 65　　 歳 33 9，600円 28，300円

40　　 年 65　　 歳 54 3，360円 45，28 0円

付加制度加入の時
25　　 年 65　　 歳 399 ，600円 33，30 0円

40　　 年 65　　 歳 639 ．360円 53，28 0円

喜 障害年金
1　　　 線

1 年以上 20歳
424 ，500円 35，37 5Ｐｌ

！2　　 級 339 ，600円 28，30 0円

3 母子 年金
と

4　準母子年金

子孫弟妹 が 1 人の時

1 年以上

子孫 弟妹

が18歳未

満の時

339 ，600円 28，30 0円

ケ　　 2 人の時 349 ，200円 29，10 0円

、 オ ーノ　3 人の時 354，00 0円も 29，50 0円

5 遺児年金
遺 児 1 人

1 年以上 18歳未満
33 9，600円 28，30 0円

〃　　 2　人 34 9．200円 29．10 0円

6 寡癖 年金
－ 25　　 年 60　　 歳

夫が受 ける筈の老

齢 年金の半額

年金 額

の姦

7 死尋

－ 3　　 年
本人の死

亡時

最低17 ，000円

最高52 ．000円

各種年金の額は昭和50年9日分からスライドされた額です。
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水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
日
程
で
人
権
法
律
相
談
と
心
配

ご
と
相
談
を
合
同
で
開
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守

ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇
日
時
　
1
2
月
1
9
日
1
0
時
～
1
5
時

声がこだま

少女ポート・ボール大会回

1

2

月

2

6

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

の
と
お
り
特
設
相
談
を
行
な
い
ま

す
。

．
雷
、
叶
－
．
酉
－
し
1
Ｃ
．

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

な
お
、
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
次

。
相
談
内
容

金
銭
貸
借
、

農
地
、
借
地
借
家
、

戸
籍
、
登
記
、
扶
養

急事ヨよ

：・くベイトシ；・

証
問
題
、
各
侵
害
、
そ
の
他
の
法

律
関
越
、
生
活
相
談
、
婦
人
相

談
、
家
庭
内
の
心
配
ご
と

。
相
談
員
　
小
倉
法
務
局
担
当
職

員
、
人
権
擁
護
委
員
、
遠
賀
福
祉

事
務
所
担
当
職
員
お
よ
び
婦
人
相

談
員

十
一
月
三
十
日
の
日
曜
日
、
町
内
の

女
子
小
学
生
を
集
め
て
第
五
回
少
女
ポ

ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
二
十
地
区
か
ら
二
十
一
一
チ
ー

ム
二
百
十
名
が
参
加
、
白
熱
し
た
試
合

が
多
く
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
家
族
か

ら
も
お
し
み
な
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
上
二
町
住
・
伊
佐
座
合
同
チ

ー
　
ム準

優
勝
　
古
賀
チ
ー
ム

ナイスシュート、写真は　みずほＡチーム対下二町住チーム

ｌ

塵
芥
処
理
施
設
組
合

職
員
を
募
集

◇
職
種
　
労
務
職

◇
採
用
予
定
人
員
　
2
名

◇
採
用
予
定
年
月
日
　
5
1
年
2
月
1
日

◇
受
験
資
格

年
齢
　
昭
和
1
5
年
4
月
2
日
か
ら
2
3

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

学
歴
　
中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人

そ
の
他
　
四
肢
健
全
な
人

◇
申
込
受
付
　
5
1
年
1
月
6
日
頂
で

◇
受
付
場
所
　
芦
屋
町
ほ
か
三
ケ
町
環

境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

◇
提
出
書
類
　
受
験
申
込
書
一
部
、
履

歴
書
一
部
、
軍
事
フ
イ
カ
版
二
葉
、

住
民
票
一
部

◇
合
格
発
表
　
5
1
年
1
月
2
4
日
、
各
町

役
場
前
に
掲
示

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
組
合
（

魯

0

9

3

・

2

3

・

1

4

2

7

）

に

お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

不
動
産
無
料

相
談
所
を
開
苛
、

は
か
る
た
め
、
不
動
産
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
小
倉
北
区
京
町
2
・
1
4
－
3
1

・
不
動
産
無
料
相
談
所
　
ｈ
 
Ｌ

（

蜜

5

5

1

・

0

6

2

6

）

◇
相
談
日
　
毎
週
金
曜
日
1
0
～
1
5
時

喜
用
促
進
住
宅
　
（
中
間
市
）

入

居

者

募

集

雇
用
促
進
事
業
団
九
州
支
部
で
は
、

中
間
市
大
字
垣
生
字
五
楽
に
建
設
さ
れ

て
い
る
（
昭
和
五
十
一
年
一
月
完
成
見

込
み
）
雇
用
促
進
住
宅
甲
間
宿
舎
の
借

受
け
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
入
居
資
格
　
①
移
転
就
職
者
⑨
住
宅

を
移
転
し
な
メ
て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
労
働
者

◇
家
賃
　
3
Ｄ
Ｋ
　
一
万
三
千
九
百
円

2
Ｄ
Ｋ
　
一
万
一
千
円

◇
入
居
の
方
法

入
居
希
望
者
は
、
八
幡
公
共
職
業
安

定
所
に
用
意
し
て
い
る
「
雇
用
促
進
住

宅
借
受
申
請
書
」
を
受
付
期
間
内
に
八

幡
公
共
職
業
安
定
所
に
持
参
く
だ
さ

い
。

◇
受
付
期
間
　
1
2
月
8
日
～
2
0
日

◇
入
居
開
始
　
5
1
年
1
月
中
旬
の
予
定

く
わ
し
く
は
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

（

魯

6

7

1

・

5

9

3

1

～

4

）

に

お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

公
　
　
　
売

電
話
加
入
権
と

ゴ
ル
フ
会
員
証

若
松
財
務
事
務
所
は
次
の
と
お
り
電

話
加
入
権
等
の
公
売
を
い
た
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
公
売
日
時
　
1
2
月
2
5
日
　
1
4
時

◇
公
売
財
産

電
話
加
入
権
一
本

ゴ
ル
フ
会
員
証
（
赤
木
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
法
人
正
会
員
記
名
一
名
）

◇
公
売
場
所
　
若
松
財
務
事
務
所
会
議

室

ヽ

ｌ藁…1－111‘茹

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、
不
－
叫
．

動
産
取
引
の
事
故
防
止
と
苦
情
解
決
を
　
㌢
≡

．

香典返しとして次のかたから社

莞讐票票慧宗票豊豊
主もにあっくお礼申しあげます。

野ロトミコ殿

吉岡美佐子殿

渡辺タツヱ殿

藤川一郎殿
Ｉ

稲村ヌイ殿

、小串邦夫殿

室　吉田ノー

≡　故野口　茂殿
≡　八幡西区楠橋

重　唱岡、彬殿
童　みずほ団地
≡　故渡辺晴雄殿

茎　樋口
≒　故藤間ヒサ殿

書　古賀区
≡　故稲村桂治殿
≡　緑風園団地
茎　故小串竹一殿

吉田団地
故古沢藤三郎殿　古沢　透殿

殿　小林繁幹殿
彗中間市島
故川崎∃
頃末、

雲　散安部丈夫殿　安部静可殿
己ＨｌｌＩｌｌＨＨＨｌＨｌＩ川ｌ川ＩｌｌＨｌｌ］ＨＩＬ）ＨＨｌＬｌｌＨＬｌｌＨＨＩＨｌｌｌｌ
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1

差

別

の

な

い

明

る

い

町

を

ｌ

－

同
　
和
　
問
　
題
　
を

正
し
く
認
識
し
よ
う

（
同
対
審
答
申
か
ら
）

環
境
改
善
に
関
す
る
対
策

同
和
対
策
と
し
て
の
環
境
改
善
対
策

は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た

め
、
そ
の
生
活
基
盤
で
あ
る
環
境
を
改

善
し
、
地
域
に
か
ら
む
差
別
的
偏
見
を

な
く
す
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
住

む
と
こ
ろ
が
違
う
と
い
う
意
識
を
醸
成

す
る
劣
悪
な
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
は

社
会
福
祉
の
充
実
、
経
済
生
活
の
確
立

及
び
教
育
水
準
の
向
上
な
ど
の
諸
施
策

の
基
定
と
な
る
も
の
で
、
特
に
重
要
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
対
策
の
実
施
推

進
に
あ
た
っ
て
は
現
行
の
制
度
や
施
策

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
前
向
き
の

姿
勢
で
積
極
的
に
取
り
く
む
必
要
が
あ

り
、
と
く
に
社
会
開
発
の
重
要
な
課
題

と
し
て
計
画
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

①
立
地
条
件
の
改
善

部
落
が
劣
悪
な
る
生
活
環
境
に
お
か

れ
て
い
る
居
住
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
態
を
調
査
し
、
抜
本
的
に
改
善
す

る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。

⑧
同
和
地
区
環
境
の
改
善

同
和
対
策
と
し
て
の
環
境
の
改
善
は

現
在
の
地
区
の
実
態
を
根
本
的
に
解
消

す
る
と
い
う
ね
ら
い
を
持
つ
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
方
針
と
し
て

は
地
区
整
理
を
実
施
す
る
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
。

③
小
部
落
地
域
の
改
善

農
山
漁
村
の
中
に
特
に
戸
数
の
少
な

い
地
区
の
環
境
改
善
は
、
特
別
の
配
慮

を
必
要
と
す
る
。
地
理
的
条
件
は
も
ち

ろ
ん
、
経
済
的
、
・
社
会
的
条
件
に
欠
け

て
い
る
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
農
政
が
曲

り
角
に
き
た
と
い
わ
れ
る
中
で
取
り
残

さ
れ
る
実
情
の
下
に
あ
る
。
そ
れ
は
地

区
が
経
済
的
に
ゆ
き
づ
ま
っ
て
き
た
こ

と
や
、
青
少
年
が
都
会
に
流
出
し
っ
つ

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
住
民
の
移
住

・
転
居
を
も
考
慮
し
た
環
境
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

④
環
境
改
善
対
策
の
総
合
性

環
境
改
善
対
策
は
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
経
済
生
活
の
確
立
お
よ
び
教
育
水

準
の
向
上
な
ど
の
諸
施
策
と
相
ま
っ
て

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
宅
・
道
路
・
水
道
・
下
水
な
ど
の

基
本
的
な
施
設
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

隣
保
館
・
保
育
所
・
診
療
所
・
集
会
所

・
児
童
遊
園
等
の
福
祉
施
設
も
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
実
情
に
応
じ
て
適
当
に
設

置
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
環
境
改
善
と
国
の
責
任

環
境
改
善
対
策
は
、
そ
の
歴
史
性
と

社
会
性
を
鑑
み
て
、
基
本
的
に
は
国
の

責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
行
制
度
の
諸
施
策
は
府
県

や
市
町
村
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
財

源
難
の
た
め
に
、
ノ
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
。
い
、
わ
ん
や
用
地
の
確
保

造
成
に
対
す
る
特
別
措
置
等
、
地
区
整

理
の
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
な
対
策
は

原
則
的
に
は
国
の
責
任
に
お
い
て
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ご
存
じ
で
す
か

家
を
建
て
れ
ば

税
金
が
も
ど
り
ま
す

所
得
税
法
の
中
に
住
宅
を
取
得
さ
れ

た
方
が
受
け
ら
れ
る
住
宅
取
得
控
除
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
宅
取
得
の
初
年
度
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に

確
定
申
告
を
す
れ
ば
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
二
年
目
以
後

の
か
た
は
、
税
務
署
発
行
の
証
明
書
を

給
与
の
支
払
者
へ
提
出
し
、
給
与
の
年

末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か

た
に
、
住
宅
取
得
控
除
証
明
書
を
送
付

し
ま
し
た
が
、
該
当
さ
れ
る
か
た
で
ま

だ
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
か
た
は
税
務

署
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヽｌ

わが家の

防火チェック・ポイント

」

今までに火災にあっていないからといっ

て、それは明日の保証にはなりません。「火

事の注意も火事のうち」、幸せな家庭を火災

から守るため、各家庭で次のような防火のた

めのチェ　ックを行ないましよう。

電気　①コードはいたんでいませんか。（り

使用する器具が多く、回路を増す必要はあり

ませ凡か。④たこ足配線、素人工事はありま

せんか。

・8ガス（プロパン）①ゴム管は悪くなってい
＼

曳せんか。－㊥器具の周囲に燃えやすいものを

置いていませんか。④使い終ったら元せんを

ゝ・，＼・．必ず締めていますか。

ｌ暖房器具哉燃料①器具は悪くなっていませ

、卜んか。②使用場所は安全ですか。㊥燃料の入

った缶は、安全な場所に置いていますか。④

石油ストｒブなどは、火を消してから燃料を

補給していますか。
、ｌ

避難　①火事になった場合、二方向以上の

避難ができますか。（り階段や通路はいつでも

通れるようになっていますか。（り二禅にはは

しごかロープをｌ、用翠していますか。④子ど

も、老人、病人は階下にできるだけ寝せるよ

うにしていますか。

消火器　①消火は備えていますか、また使

用方法は与存知ですか0

通報　蝉・救急の場合の電話番号はご存

じですか（志賀郡消甲署691・0119）
たばこ　灰皿には水を入れていますか。
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12月　の

し尿汲取予定日
ロ
　
発
行
人

水

巻

町

長

伊

藤

衛

門

　

口

編

集

　

水

巻

町

住

民

相

談

室

　

（

電

話

6

0

1

－

4

3

2

1

）

1日　猪熊、頃末
2日　猪熊、頃末
3日　猪熊、唐ノブ指県住、苫田片山、ヌメリ石

4日　猪熊、鯉口、卸輪地
5日　高松区、三ツ豆巨区、樋口、車返、垣添、中

央区

6日．高松区、三ツ頭区、樋口、中央区、緑風園
8日　墳末（15区）、古賀、卯月、吉田県道筋、

川端商店街

9日　机、頃末（6・11・14区）、伊左座、立民
放、上二二、下二

10日　月夜待、上二町住、下二二町4主

11日　頃末（6・11・14区、）苫田本村、立返、
苫田二大橋

12日　猪熊、上二、下二、宮ノ下
13白　瀞旨、机社宅

15日　頃末（15・18・25区）、松栄荘、美吉野、
頃末（6・11・14区）、卯月、苫田団地、
机社宅

16日　頃末（15・18・25区）、松栄荘、美吉野、
吉田団地

17日　頃末（15・18・25区）、松栄荘、机、古賀
美吉野

18日　樋口、猪熊、頃末（6．11．14区）、伊左
匹、吉田本村、上二、下二

19日　樋口、猪熊、頃末（6・11・14区）、伊左
座、富田本村、」二二、下二

20日　猪熊町住

22日．古賀区、古賀県住
23日11古賀区、猪熊、みずほ
24日　古賀区、梅ノ木区、みずほ

25日　鯉口区、梅ノ木区、幼稚園通り
1、26日　鯉ｂ区、梅ノ木区、幼稚園通り
27日　感口区、獅巨、樋口、机、頃末（6．11．

14区）

28日　猪熊、樋口、古賀、頃末（6・11・14区）
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□　ｔ　　インフルエンザの予防接種

印！6㌢月霊思㌫、1農芸昔だし、ユ2月28日から
剛　ｌ◇接種料一般1回につき750円（300円は町が負靭

冷　空等禁誓問診票を受け庶ってから接種に行
ｌ

「ｌｌ

日　曜　在　宅　医

ぷ

高
血
圧
教
室

◇
日
時
　
1
2
月
1
8
日
1
3
時
～
1
5
時
3
0
分

◇
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

◇
内
容

血
圧
測
定
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

講
演
と
幻
燈
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

質
疑
応
答
　
1
5
時
～
1
5
時
3
0
分

◇
講
演
　
遠
賀
保
健
所
医
師
　
呉
亨
錫

先
生

演
題
　
成
人
病
（
高
血
圧
症
と
脳
卒

中
予
防
の
た
め
に
）

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
1
2
月
1
9
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

◇
会
場
　
苫
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
乳
児
の
身
長
、
疎
重
測
定
、

乳
児
の
相
談
指
導
、
家
族
計
画
相
談

指
導
（
避
妊
器
員
、
薬
品
も
少
し
準

備
し
て
い
ま
す
）

重
度
身
障
着
用
日
常

生
活
用
具
の
貸
付
け

◇
種
目
　
浴
槽
（
下
肢
、
体
幹
）
、
湯

沸
器
（
下
肢
、
体
幹
）
、
便
器
（
下

肢
、
体
幹
）
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
（
上
肢
）
、
特
殊
マ
ッ
ト
（
掃
き

）
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
視
覚
）

、
訓
練
い
す
（
下
肢
、
体
幹
）
、
特

殊
便
器
（
上
肢
）
、
訓
練
用
ベ
ッ
ド

（
下
肢
、
体
幹
）
、
盲
人
用
時
計
、

タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
（
申
込
み
は
（
　
）

の
障
害
だ
け
に
限
り
ま
す
。
）

◇
対
象
者
　
重
度
身
障
者
一
～
二
級

◇
費
用
　
給
付
は
所
得
に
応
じ
て
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
期
限
　
1
2
月
1
6
日

◇
申
込
場
所
　
役
場
厚
生
課
民
生
蕨

年
末
の
ご
み
は

早
め
に
出
し
て

毎
年
、
年
末
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
大

掃
除
の
た
め
に
多
く
の
ご
み
が
出
ま
す

が
、
年
末
ぎ
り
ぎ
り
に
こ
み
を
出
さ
れ

る
と
、
ご
み
処
理
場
で
焼
却
不
能
と
な

り
ま
す
の
で
、
遅
く
と
も
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て
出
し
か
た
が

異
な
り
ま
す
が
、
出
し
か
た
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

一
月
分
の
生
活
保
護
費
は

十
二
月
二
十
五
日
に
支
給

一
月
分
の
生
活
保
護
費
は
、
十
二
月

二
十
五
日
に
支
給
い
た
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

112月14日　入ま工医院　外　　科　頃末　601．3320

21日　渡辺医院　外　　科　頃末　691．2616

ミ28日　楠本医院　内・児科　頃末　691．2873

も　 え　 る　 ゴ　 ミ も　 え　 な　 い　 ゴ　 ミ 粗　 大 （そだい）ゴ　 ミ

ゴミの種類

紙頬、木片、布類、うすいピ プラスチック製品、ゴム頬で 家庭電気製品 （テレビ、冷蔵

ニール頬 （ポリエチレン製の 厚 1もの、ガラス類、陶磁苫 庫など）、家具類、自転車、

長など）、草、枯葉顆 金具、豆炭のやきかす、貝ガ タタミ、廃材、トタン、1 斗

ラ、カンズメの空島 缶、1 升ピン

◎もえる疲類も、どうぞ。 ◎豆炭のやきかすは、ぜった ◎廃材は、4 寸角程度で良さ

と

比 しかた

◎残飯などは 「水ｔかＪ」を十 いに 「もえるゴミ袋」に入 は、5（ｈ位に切って下さい

・分に、新聞紙などにつつん

でポリ袋に入れて下さい。

◎革は 「土」をよくふるいお

として下さい。

◎ポリ袋は下の方に穴をあけ

溜り水を出してから収集場

所に出して下さい。

れないで下さし‾1。

容　　 器 組合指定のポリ袋 組合指定のポリ袋 役場衛生課に電話して下さい

収集 場 所

1． 午前7 時から8 時までに出して下さい （前夜、収集作業後は出さか 1） （肺ト 4詑1）

2．地区によちでは、収集場所がきまります （町役場の指示に従って下さい）

3． 地区によっ十は、 「もえないゴミ」 「親犬ゴミ」を同時に収集することになります

（町役場の指示に従って下さい）

救急センター（遠賀保健所内）691．4161

診察時間は9時～17時、原則として往執ましません。

一一．－一一一ニーニーニー＝‾こ‾こニー＝‘ここ　　　ｉ　　ここニｌＦここここここニ，こｒ　▼ここ　＿こ＿　ここここここニー　‡　チ

みんなそろって明るい正月を

歳末たすけあい運動
11月20日　～12月20日

師走の風とともに今年も歳末六二すけあい運

動が始まりました。

すべての人たちが明るい正月を迎えること

ができるよう、こ協力をお願いします。


